
 

公益社団法人南城市シルバー人材センター 

令和 3年度 事業計画 

 

新型コロナウィルス感染症の世界的流行は、その収束の糸口さえ未だ見えず、我が国

においてはやっと抗体ワクチンの接種が始まったところであり、全国民が接種できるに

はまだまだ時間のかかる様相だ。新型コロナ感染症による経済的打撃は国民個々の生活

に多大な影響を与えている。 

我がシルバー人材センター事業においても、沖縄県の緊急事態宣言により、就業自粛

や新規受注を見合わせるなど、その影響は大きく昨年度実績においては大きく前年度を

下回る結果となった。 

我が国の総人口は長期の減少過程に入り、令和１１年(２０２９年)に人口１億２００

０万人を下回り、その後も減少傾向は続くと推計されている。他方、６５歳以上の人口

は「団塊の世代」が６５歳以上となった平成２７年以後も増加傾向が続くとされている。

このことから「６５歳定年制の義務化」や「働く希望のある高齢者の７０歳継続雇用」

など、高齢者に対する社会の期待は益々高まるものと推測される。 

半面、我々シルバー人材センターにとっては新規会員拡大や、会員の高齢化など大き

な課題を抱えることになることは違いない。これらの課題に立ち向かいシルバー人材セ

ンターの「自主・自立・共働・共助」の理念のもと、昨年度を振り返り、明日を力強く

歩むセンター事業を目指したい。 

 

１ 基本方針 

①  高齢者の入会促進と社会参加を促進するため、多様な就業機会の確保、拡大に 

努める。 

②  安全・適正就業を推進し、安全で魅力あるシルバー人材センターの実現に努める。 

③  県連合と連携し、センターの組織強化と活性化を図り、運営基盤の強化に努める。 

④  公益法人として、公益目的事業を着実に実施し、法令に準拠した適切な運営に 

努める。 

 

２ 数値目標（第四次中期事業計画 2021年度目標） 

① 会員数                361 名 

② 契約高         100,201,000 円 

③ 就業率                  70 ％  

④ 就業延人員         18,500人日 

⑤ 就業延人員（派遣事業）   1,030人日 

⑥ ボランティア参加人数  延べ  290名 

 

 



３ 実施計画 

(1) 雇用によらない臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業 

機会の提供 

① 受託事業 

     高齢者に相応しい地域に密着した仕事を一般家庭、民間事業者、官公庁等 

から有償で引き受け、高齢者の能力、希望に応じて請負又は委任により、 

提供する。 

ア 数値目標  ・就業延人員  17,000人日 

        ・受注件数      600 件 

② 独自事業 

       高齢者の就業機会を拡げるため、独自の創意と工夫による就業を創出する。 

ア 数値目標  ・就業延人員  1,500人日 

 

(2) 雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機会の 

提供 

①  有料の職業紹介事業 

        雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を 

希望する高齢者のために有料の職業紹介事業を行う。 

  ② 一般労働者派遣事業（シルバー派遣事業） 

派遣による雇用就業を希望する会員のために、臨時的かつ短期的な就業 

又はその他の軽易な業務に係る就業の範囲で一般労働者派遣事業を行う。 

ア 数値目標  ・就業延人員  1,030人日 

 

(3) 臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業に必要な知識及び技

能を付与するための講習会 

①  技能講習会の実施 

就業上必要な知識、技能を就業意欲のある高齢者に付与することにより、 

実際の就業に結びつけるとともに、より広い就業分野での仕事の確保と提供 

を行い、高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図り、活力ある地域社会づ 

くりに寄与する。 

 実施すべき講習会については、これまで実施してきた講習会の内容、効果等を 

検証し、会員の要望などを聞きながら検討する。 

 

(4) 上記(1)～(3)の事業を推進するための諸活動及びその他の社会参加活動を推進 

するための諸活動 

① 普及啓発  

  シルバー事業の信頼と理解が得られるよう、市民、事業所、官公庁に対し、 

事業の意義と基本的な理念及び仕組み等を周知すると共に、高齢者自身に対 



する意識啓発を行う。 

   ア 多様な知識・資格・能力を持つ高齢者へ事業参加の呼びかけ 

イ シルバー広報紙「くがに」を年３回 発行 

ウ 普及啓発促進月間（１０月）の推進 

・「シルバーの日」における全会員ボランティア活動の推進 

エ マスメディアへの活動情報の提供 

オ ホームページを使った情報提供 

カ ポスター掲示、チラシ、パンフレット等の配布 

 

②  安全・適正就業の推進 

  センターから提供された仕事を安全かつ適正に遂行できるよう、高齢者の 

安全意識の高揚と啓発活動を行う。 

ア 安全・適正就業推進委員会の開催 年３回 

イ 安全・適正就業推進員（１名）の配置と安全パトロールの実施  

ウ 安全・適正就業強化月間（７月）の推進（安全・適正就業推進大会含む） 

エ「適正な運営のための受注基準」に基づく受注の徹底 

オ 安全・適正就業に関する朝礼での情報提供 

 

③ 調査研究 

    時代の要請に対応した事業展開を図るため、高齢者の就業に対する意識と 

就業実態に関する調査やシルバー事業への評価等の調査を行う。 

   

  ④就業分野の開拓・拡大等 

高齢者に相応しい仕事を積極的に開拓するとともに、職業能力や経験を把握 

分析し、地域ニーズに対応する仕事の提案を行う。  

ア 理事・会員・職員の事業所等への開拓訪問の実施 

イ 就業開拓員（１名）の配置と就業開拓の推進 

ウ 会員の知識・資格等を活用した独自事業や新たな就業分野の検討 

エ チラシ、ポスターの配布等 

 

⑤ 相談・情報提供 

  入会を希望する高齢者に対し、入会説明会を開催し、地域における働く高齢者 

の「ワンストップセンター」として、相談・情報提供を行う。  

  ア 市内在住高齢者の入会説明会の開催(月 1回開催)  

イ 高齢者への就業、相談対応 

ウ シルバー事業説明・相談会の開催(年２回開催) 

 

 



⑥ 社会参加活動の推進 

   ボランティアによる社会参加を希望する高齢者に対し、市民、事業所、官公庁

と連携してボランティア活動を推進する。 

 

４．運営体制 

  センターを適正かつ効率的に運営するため、次のとおり取り組む。 

① 運営体制の充実 

ア 理事会活動の活性化と充実を図る。 

イ 地域班、職群班における連携強化を図る。 

② 事務局体制の充実 

年々変化するシルバー人材センター事業に対応するため、正確な情報を収集

し、組織的に対応できる事務局体制を構築する。 

ア 各種研修会の参加や他のセンターとの連携による職員の資質向上を図る。 

イ シルバー事業を円滑かつ効率的に推進するための定期的な職員会議及び事

業検討会議の開催。 

③ 会議の開催 

  ア 定時総会の開催 

イ 理事会の開催 

      ウ 三役会議の開催 

エ その他必要な会議の開催 

④ 関係行政機関及び各種団体との連携促進 

 

 


